
令和８年度１学期終業式式辞 

 先週の土曜日、近隣の県立高校12校が集まって、「魅力発見フェスタ」という合同の学校

説明会を行いました。皆さんも中学生の時に参加したかもしれません。最高気温33度とい

う猛暑にも関わらず、二千人を超える来場者があり、生徒会と写真部の皆さんのおかげで、

多くの中学生が本校の魅力に触れて満足げに帰っていきました。協力してくれた生徒の皆

さん、有り難うございました。そこで、今日はよい機会なので他の皆さんにも牧南の魅力

について考えてもらいます。もしあなたが中学生に本校の魅力を宣伝するとしたら、何を

ＰＲするでしょうか。授業、進路実績、部活、行事、制服、キッチンカー、友達など。10

秒測るので、周りの人と頭に浮かんだことをシェアしてみてください。はいどうそ。 

 牧南の一番の魅力、私に言わせれば、それは皆さん一人ひとりです。 

 これからの時代は、ＡＩの急速な発展により変化が加速度を増すことで先の予測がます

ます難しくなり、同時に、モノや人、情報やお金が国境を越えて移動するグローバル化が新

たな局面を迎えることから多種多様な価値観が身の回りに溢れるようになります。つまり、

入試の問題集にあるような唯一絶対の正解が存在しにくい複雑な社会が到来します。こう

した社会では、人々がコミュニケーションを通して、自分の考えを伝えたり、相手の意見を

聞いたりしながら、お互いが納得できる答えを探していく必要があります。ところが、こう

した能力は一朝一夕では身につきません。時間を掛けて成功や失敗を繰り返しながら手に

入れていくものです。先ほど私が試みたように、よく授業の中で先生方が意見交換をする場

面を設けることがありますが、あれはそうした能力を身につけてもらうための工夫です。意

見交換の場で絶対に必要なのは心理的な安全性です。意見を受け止めてもらえる安心感が

なければ誰も発言できませんし、攻撃してくる相手の言うことは聞く耳がもてません。真面

目で思いやりのある人が多く、安心して学び合う環境が整っているというのは本校が誇る

べきことで、それを支えているのは皆さん一人ひとりの存在なのです。 

 もう一つ付け加えると、本校には自分のロールモデルとなる人がたくさんいるというこ

とです。進路実現のために学習に取り組む先輩、部活動の好成績を目標に鍛錬に励む人、授

業や行事、生徒会や委員会活動に汗を流す生徒の姿が本校には溢れています。隣で頑張る友

達に感染してやる気が湧いてくる。先輩の残した実績や作品に感化される。目の前で見た素

晴らしいパフォーマンスに勇気や感動をもらう。こうした連鎖の波を経験した人はきっと

多いはずです。「あの人すごいな…」という憧れが「あの人にできるなら、自分にもできる

はず。」という自身や意欲に変わり、「こういう風にやればできるんだ。」という具体的な道

筋が見えてくる。こうした刺激や自信を与えてくれる環境に身を置けるのは幸せなことで

す。次の機会に牧南の魅力は何かと尋ねられたら、「それは私です」と自信をもって答えて

ください。あなた自身が学校の安心を支える大切な一員であり、誰かのためのお手本なので

す。 

 次に、この１学期に見聞きした皆さんの活動の中から、頼もしく感じたエピソードを一つ

だけ紹介します。ある生徒が中学生を救助したという話です。６月のある日、下校中の中学



生が道端で転んで怪我をしました。偶然通りかかった本校の生徒に助けを求めたところ、快

く119番に通報し、救急車が到着するまで付き添ってくれたそうです。結局中学生は骨折し

ていたのですが、もし迅速な対応がなければ、事態はさらに悪化していたことでしょう。こ

の美談は生徒本人から聞いたのではなく、中学生のお母様から学校にお礼の電話があって

初めて我々の知るところとなりました。後日、中学生の強い希望があり学校でお礼を言う機

会が実現しました。三角巾で片腕を吊るしたまま感謝の気持ちを全身で伝えるようとする

中学生、中学生の純粋な言葉に所在なく照れまくる本校の生徒、対面の場に居合わせた他の

生徒や先生方の温かい拍手。とてもほっこりする瞬間でした。髙矢教頭先生によるともう１

件同じような報告があったようですし、昨年の冬にも高齢の女性を助けた生徒がいたので、

学校が把握しているのはほんの氷山の一角に過ぎないのでしょう。思いやりを形にするの

は大人でも難しいものです。「知行恕」の実践事例として頼もしく感じたので紹介しました。 

最後に蛇足ですが、私が好きな洋楽の歌詞を一部朗読して式辞を終えます。小牧南高校に

は誰かのお手本になる人が沢山いるという話につながる内容です。タイトルは「I believe I 

can fly.」NBAで活躍したレジェンド、マイケル・ジョーダンが主演した映画のテーマ曲と

して1996年に全米で大ヒットした歌です。日本語訳で引用します。 

自分の目で見たことなら、自分にもできる 

信じることができれば、簡単なことさ 

自分は高く跳べる 空にだって手が届くはず 

毎日毎晩、翼を広げて飛び立つことを考えるのさ 

 引用は以上です。 

 

 さて、いよいよ待ちに待った夏休みです。安全や健康に注意しながら、やるべきことに挑

戦し、リラックスしつつ、時間をつくって読書にも親しみながら過ごしてください。２学期

の始業式、一回り成長した皆さんに再開することを祈念し、式辞とします。 

 

 

 

【参考】

...If I can see it, then I can do it 

If I just believe it, there’s nothing to it 

I believe I can fly 

I believe I can touch the sky 

I think about it every night and day 

Spread my wings and fly away 

I believe I can soar 

I see me running through that open door 

I believe I can fly... 

 

R. Kelly  “I Believe I Can Fly” (1986) 


